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※ 次回の「弘法さん」縁日は令和６年１月２日 (火 ) です。

   

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
師
走
に
な
り

ま
し
た
。
今
年
も
ご
愛
読
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

   

昨
年
か
ら
「
尾
張
名
古
屋
・
歴
史
街
道

を
行
く
ー
社
寺
城
郭
・
幕
末
史
—
」
を
お

送
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
中
世
鎌
倉
街

道
を
東
か
ら
西
に
歩
き
、
題
し
て
鎌
倉
街

道
を
歩
く
、
を
お
送
り
し
て
き
ま
し
た
。

今
月
は
最
終
回
、
高
須
藩
と
高
須
街
道
に

つ
い
て
で
す
。

★
高
須
藩
の
変
遷

   

輪
之
内
の
中
心
は
高
須
で
し
た
。

   

一
六
〇
〇
年
、
関
ヶ
原
の
戦
い
で
高
須

城
主
高
木
盛
兼
は
西
軍
に
与
し
た
た
め
、
戦

後
に
改
易
さ
れ
ま
す
。
東
軍
に
つ
い
た
松

ノ
木
城
主
徳
永
寿
昌
が
代
わ
っ
て
入
城
し
、

高
須
藩
を
立
藩
し
ま
し
た
。

   

し
か
し
、
寿
昌
は
大
坂
城
石
垣
普
請
助

役
に
任
ぜ
ら
れ
た
際
の
任
務
遅
滞
を
理
由

に
改
易
さ
れ
ま
す
。
高
須
藩
は
笠
松
代
官

領
を
経
て
、
一
六
四
〇
年
に
小
笠
原
貞
信

が
新
た
な
城
主
と
し
て
入
封
さ
れ
ま
す
。

   

度
重
な
る
水
害
等
へ
の
対
応
か
ら
藩
財

政
は
悪
化
し
、
藩
政
は
安
定
せ
ず
、
一
六

九
一
年
に
貞
信
は
越
前
勝
山
藩
に
移
封
さ

れ
ま
す
。
以
後
、
高
須
藩
は
幕
府
領
を
経

て
、
再
び
笠
松
代
官
領
と
な
り
ま
す
。

   

一
七
〇
〇
年
、
信
濃
伊
那
郡
、
高
井
郡
、

水
内
郡
内
に
三
万
石
の
所
領
を
得
て
高
井

藩
を
立
藩
し
て
い
た
尾
張
藩
二
代
藩
主
徳

川
光
友
の
二
男
松
平
義
行
が
高
須
藩
主
に

任
じ
ら
れ
ま
す
。

   

所
領
の
半
分
に
当
た
る
高
井
郡
、
水
内

郡
の
一
万
五
千
石
の
領
地
を
、
美
濃
国
石

津
郡
、
海
西
郡
内
の
領
地
と
交
換
さ
れ
、

高
須
と
伊
那
に
領
地
を
有
す
る
高
須
藩
が

成
立
し
ま
し
た
。

   

こ
の
時
期
、
幕
藩
体
制
が
確
立
し
、
御

三
家
筆
頭
の
尾
張
徳
川
家
に
も
、
血
統
維

持
の
た
め
に
将
軍
家
御
三
卿
の
よ
う
な
分

家
を
設
け
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
ま
し
た
。

   

尾
張
藩
三
代
綱
誠
の
異
母
兄
松
平
義
昌

は
陸
奥
梁
川
藩
の
大
久
保
松
平
家
、
同
母

弟
松
平
義
行
は
美
濃
高
須
藩
の
四
谷
松
平

家
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
、
異
母
弟
松

平
友
著
は
尾
張
藩
内
で
家
禄
を
得
て
川
田

久
保
松
平
家
と
な
り
、
こ
の
三
家
が
分
家

御
連
枝
と
な
り
ま
し
た
。

   

分
家
御
連
枝
は
尾
張
徳
川
家
に
後
継
ぎ

が
な
い
場
合
に
相
続
人
を
出
す
立
場
で
す
。

   

高
須
藩
主
の
松
平
家
は
江
戸
屋
敷
が
四

谷
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
四
谷
松
平
家
と
呼

ば
れ
、
江
戸
城
中
で
は
徳
川
一
門
と
し
て

大
広
間
組
に
属
し
ま
し
た
。

★
幕
末
の
高
須
四
兄
弟

   

そ
の
結
果
、
高
須
藩
三
代
藩
主
義
淳
は

尾
張
藩
八
代
藩
主
宗
勝
と
な
り
、
五
代
義

柄
は
九
代
宗
睦
の
養
嗣
（
相
続
前
に
早
逝
）
、

十
代
義
建
の
二
男
義
恕
は
十
四
代
慶
勝
、

五
男
で
十
一
代
義
比
は
十
五
代
茂
徳
と
な

っ
た
後
、
御
三
卿
一
橋
家
当
主
の
茂
栄
と

な
り
ま
し
た
。

   

ま
た
、
義
建
の
六
男
銈
之
允
は
会
津
藩

主
松
平
容
保
、
八
男
範
次
郎
は
桑
名
藩
主

松
平
定
敬
と
な
り
、
義
恕
、
義
比
、
銈
之

允
、
範
次
郎
の
高
須
四
兄
弟
は
幕
末
史
で

重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

   

子
沢
山
の
義
建
の
子
は
、
ほ
か
に
も
三

男
が
石
見
国
浜
田
藩
主
、
十
男
が
高
須
藩

十
三
代
藩
主
に
な
り
ま
し
た
。

★
宝
暦
治
水

   

高
須
藩
の
領
地
の
あ
る
美
濃
国
石
津
郡
、

海
西
郡
は
、
木
曽
川
、
長
良
川
、
揖
斐
川

の
木
曽
三
川
に
囲
ま
れ
た
輪
中
地
帯
。
度
々

水
害
に
遭
い
ま
す
。

   

藩
財
政
は
厳
し
く
、
御
連
枝
の
家
格
を

維
持
す
る
た
め
に
尾
張
藩
の
援
助
を
受
け

続
け
、
毎
年
合
力
米
な
ど
を
供
与
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
重
職
で
あ
る
家
老
の
み
な
ら

ず
、
郡
代
、
用
人
な
ど
も
尾
張
藩
か
ら
高

須
藩
に
派
遣
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

   

一
方
、
尾
張
藩
領
を
水
害
か
ら
守
る
た

め
に
、
川
堤
は
尾
張
藩
の
御
囲
堤
（
お
か

こ
い
づ
つ
み
）
よ
り
三
尺
低
く
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
幕
府
の
命
令
も
あ
り
、

こ
の
こ
と
も
水
害
の
原
因
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。

   
こ
の
状
況
を
改
善
す
る
た
め
に
行
わ
れ

た
の
が
一
七
五
四
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て

の
宝
暦
治
水
で
す
。
幕
府
の
命
で
薩
摩
藩

士
が
動
員
さ
れ
、
薩
摩
藩
は
過
酷
な
工
事

と
財
政
負
担
に
苛
ま
れ
ま
し
た
。

   

藩
士
三
十
三
名
が
病
死
し
た
ほ
か
、
難

工
事
を
押
し
つ
け
る
幕
府
と
尾
張
藩
に
抗

議
し
、
平
田
靱
負
を
は
じ
め
と
す
る
五
十

一
名
が
自
害
し
ま
し
た
。

   

薩
摩
藩
に
対
す
る
幕
府
及
び
尾
張
藩
に

よ
る
宝
暦
治
水
の
押
し
つ
け
は
、
幕
末
史

の
深
層
に
影
響
し
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

   

宝
暦
治
水
に
対
す
る
人
々
の
感
謝
の
念

は
継
承
さ
れ
て
お
り
、
昭
和
に
な
っ
て
平

田
靱
負
を
祭
神
と
す
る
治
水
神
社
が
創
建

さ
れ
ま
し
た
。

★
高
須
街
道
と
行
基
寺

   

高
須
藩
主
は
参
勤
交
代
の
折
に
尾
張
藩

主
を
表
敬
す
る
の
が
通
例
と
な
り
、
名
古

屋
城
下
に
向
か
う
道
の
う
ち
、
高
須
か
ら

町
方
新
田
（
佐
織
）
ま
で
は
高
須
街
道
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

   

「
秋
江
の
渡
し
」
で
木
曽
川
を
渡
り
、

「
元
赤
目
の
渡
し
」
で
佐
屋
川
を
渡
り
、

町
方
新
田
で
津
島
街
道
に
合
流
し
、
勝
幡

村
、
甚
目
寺
村
、
萱
津
村
、
枇
杷
島
村
を

通
っ
て
名
古
屋
城
下
に
向
か
い
ま
す
。

   

高
須
よ
り
名
古
屋
ま
で
は
一
日
の
行
程

で
あ
り
、
名
古
屋
城
下
町
で
は
尾
張
徳
川

家
の
菩
提
寺
建
中
寺
や
熱
田
神
宮
を
参
拝

し
、
藩
祖
義
直
の
源
敬
公
廟
が
造
営
さ
れ

た
定
光
寺
ま
で
足
を
伸
ば
し
た
記
録
が
残

っ
て
い
ま
す
。

   

一
七
〇
五
年
、
行
基
ゆ
か
り
の
寺
院
跡

に
高
須
松
平
家
の
菩
提
寺
と
し
て
行
基
寺

が
創
建
さ
れ
ま
し
た
。
高
須
産
の
河
戸
石

を
用
い
た
城
郭
造
り
で
、
濃
尾
平
野
を
一

望
で
き
る
山
腹
に
あ
り
ま
す
。

★
名
古
屋
城
と
名
古
屋
城
下
町

   

さ
て
、
い
よ
い
よ
年
末
で
す
。
来
年
も

ご
愛
読
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

来
年
は
名
古
屋
城
と
名
古
屋
城
下
町
を
お

送
り
し
ま
す
。
乞
ご
期
待
。
そ
れ
で
は
、

よ
い
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。


